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令和５年度 新型コロナウイルス感染症の影響に配慮した特別措置について 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響による、家庭の経済状況の悪化、学修環境の確保困難、

研究や論文執筆等の継続困難、渡日や海外留学の困難等の事由により、学生が様々な不利益

を被る可能性があることに鑑み、令和５年度における休学等の身分異動、授業料の徴収猶予

等に関する特別措置を定めました。下記の各措置を希望する方は、早急に所属する支援室の

教務担当に申請手続き等について確認してください。 

 

記 

 

【休学に関する特別措置について】 

１．休学期間 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う事由により休学したい場合は、所属する教育組

織等の長の許可を得て休学できます。当該事由により休学する場合は、学群学則及び大学院

学則に規定する通常の休学期間（例：学群であれば通算３年まで）に含まれません。（特別

措置の休学とは別に、通常の休学は通算３年可能です。すでに通算３年通常の休学をしてい

る方でも特別措置で休学することができます）。ただし、この措置は令和５年度内に限りま

す。（令和２年度、令和３年度及び令和４年度の特別措置により休学していた場合でも、通

常の休学期間には算入されません。） 

なお、特別措置による休学であっても、通常の休学同様に修業年限及び在学年限に含めな

いため、標準の修業年限（例：医学類以外の学群は４年間）で卒業・修了することができま

せんので、標準の修業年限で卒業・修了を希望する場合は、ご注意ください。 

また、授業料免除等を申請している場合は、申請を取り下げていただくことがありますの

で、ご留意ください。 

 

２．休学期間の延長 



 

 通常、連続して休学できる期間は２年までですが、特別措置による休学に限り、令和２年

度、令和３年度及び令和４年度に休学したのち、なおも当該感染症事由で復学が困難な場合

は、所属する教育組織等の長の許可を得て、令和５年度内であれば連続４年目の延長が可能

です。 

 

３．休学の遡及適用 

 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う事由により遡って休学したい場合は、所属する

教育組織等の長の許可を得て、当該学期内に限り遡及休学が可能です。ただし、遡及で許可

された休学期間の授業料は免除となりませんので、ご留意ください。 

 

４．休学取消の遡及適用 

 留学を目的として休学したが、留学に行くことができなくなったことにより休学を取り

消す場合は、所属する教育組織等の長の許可を得て、遡って復学することが可能です。 

 なお、復学した場合、当該期間の授業料を徴収することとなりますので、ご留意ください。 

 

【授業料の徴収猶予に関する特別措置について】 

 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う事由により、納付時期までに入学料又は授業料

の納付が困難である旨の申出があった場合は、第１期の授業料を８月末日まで、入学料及び

第２期の授業料を２月末日まで徴収猶予することとします。 

 

【他大学の授業科目の履修に係る特別措置について】 

   他大学又は外国の大学等の授業科目をオンラインで履修する場合は、届出により履修で

きることとします。なお、履修終了後は、単位認定申請書又はオンライン履修報告書の提出

が必要です。手続きの詳細は、履修の開始前に、支援室教務担当（総合学域群はアカデミッ

クサポートセンター）へ相談してください。 

 

 

なお、令和４年度まで実施していた以下の特別措置については、令和５年度は実施しませ

んので、注意してください。 

【長期履修に関する特別措置】 

【在学年限に関する特別措置】 

【入学時期に関する特別措置】 

  

 

以上 


